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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月2日(2010.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
コンピュータによる画像位置合わせ方法であって、
　自動位置合わせ工程を介して位置合わせされるべき一組の画像を取得するステップ（３
０２）と、
　１つの自動位置合わせプロセスを選択するステップと（３０４）、
　前記取得した一組の画像に対して前記選択した自動位置合わせプロセスを適用する適用
ステップと（３０４）、
　利用者入力を受け取る受信ステップと（３０６）、
　前記受け取った利用者入力を、前記取得された一組の画像に対して前記選択された位置
合わせプロセスを適用している現時点の段階に組み込む組込ステップ（３０６、３０８、
３０４）と、
　前記取得された一組の画像の前記位置合わせが予め決められた条件以内に収まるまで、
前記受信ステップと組込ステップの動作を繰り返すステップ（３０８）と
を備えたことを特徴とする画像位置合わせ方法。
【請求項２】
前記取得対象の一組の画像は、１又は複数の磁気共鳴撮影（ＭＲＩ）画像、コンピュータ
断層写真法（ＣＴ）画像、病理学画像、アーティファクトを含む画像、Ｘ線画像、超音波
画像、関心領域画像（４０２）をさらに含んでいる、請求項１に記載の計算機式方法。
【請求項３】
前記自動位置合わせプロセスは、剛体的位置合わせ、ワープ式位置合わせ、剛体的位置合
わせと非剛体的位置合わせを併用した位置合わせ、多重スケール位置合わせ、局所相関又
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は局所相互情報位置合わせの工程（３０４）をさらに含んでいる、請求項２に記載の計算
機式方法。
【請求項４】
前記利用者入力は、１又は複数の大域的制御、局所的制御、ペースト処理（３０６）をさ
らに含んでいる、請求項３に記載の計算機式方法。
【請求項５】
選択された１つの画像の１つの領域に局所的制御を適用するステップ（３０６、３０８、
３０４）と、
　殆ど重ならずにタイル状に並べられている画像に対して前記ペースト処理を適用するス
テップ（３０６、３０８、３０４）と、
をさらに含んでいる請求項４に記載の計算機式方法。
【請求項６】
対象の第一の画像と第二の画像との間の画像位置合わせを行うシステムであって、
　自動位置合わせを実行するように構成されている位置合わせ処理用のコンピュータ（２
０２，３０４）と、
　利用者入力を受け取るように構成されているグラフィック・ユーザ・インタフェイス（
２２２、３０６）と、を備えており、
　前記位置合わせ処理用のコンピュータは、
　前記受け取った利用者入力を前記自動位置合わせ処理の現時点の段階に組込み（３０４
、３０６、３０８）、
　目標位置合わせ誤差が算出されるまで、前記自動位置合わせを実行して前記利用者入力
を組み込むことを続行する（３０４、３０６、３０８及び３１０）、
ことを特徴とするシステム。
【請求項７】
前記自動位置合わせは、剛体的位置合わせ、ワープ式位置合わせ、剛体的位置合わせと非
剛体的位置合わせを併用した位置合わせ、多重スケール位置合わせ、類似性位置合わせ、
局所相関又は局所相互情報位置合わせの一つである（７０８、７１０、７１２、７１４）
、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
前記第一又は第二の画像は、１又は複数の磁気共鳴撮影（ＭＲＩ）画像、計算機式断層写
真法（ＣＴ）画像、病理学画像、アーティファクトを含む画像、Ｘ線画像、超音波画像、
関心領域画像であり得る（４０２、３０）、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
前記自動位置合わせは、剛体型位置合わせ、歪み生成位置合わせ、剛体及び非剛体を併用
した位置合わせ、多重スケール位置合わせ、類似性位置合わせ、局所相関又は局所相互情
報位置合わせの一つである（３０４）、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
前記利用者入力は、１又は複数の大域的制御、局所的制御、ペースト処理をさらに含んで
おり（７０４）、
　前記大域的制御は選択された画像に適用され（４０２）、
　前記局所的制御は選択された画像の１つの領域に適用され（３０６）、
　前記ペースト処理は、前記利用者が、殆ど重ならずにタイル状に並べられている画像を
整列させるときに行なわれる（５０６）、ことを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　以上に述べた理由、及び本明細書を精読して理解すると当業者には明らかとなる以下に
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述べるその他の理由から、当技術分野では、従来技術の短所を克服する自動位置合わせ方
法が必要とされている。また、自動位置合わせシステムの利用者が位置合わせ工程の際に
情報を入力することを可能にする改良型位置合わせが必要とされている。
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